
座長 A会場 発表題目 お名前 所属 座長 B会場 発表題目 お名前 所属

10:00 A1
大学生の感染症（COVID-19）に対する関心について
の予備的考察

江原謙介 追手門学院大学 10:00 B1
仮想市場法を用いた小規模スポーツ大会観戦への支
払意思額の推計

古川雅一
東京大学大学院情報
学環・学際情報学府

10:15 A2
新型コロナウイルスの影響に関する研究―大学生の
不安に着目して―

鳥山　稔 至誠館大学 10:15 B2
ボランティアスポーツ指導者の貨幣価値推計－受益
者の支払意思による評価―

石黒　えみ 亜細亜大学経営学部

10:30 A3
大学が運営する地域スポーツの楽しさの検討―指導
学生の視点に着目して―

元嶋　菜美香 長崎国際大学 10:30 B3
スポーツレッスン・指導のシェアリングエコノミーにおけ
る将来利用意図と関連要因

藤岡 成美
早稲田大学大学院ス
ポーツ科学研究科

10:45 A4
東京オリンピック・パラリンピックに向けた地域スポー
ツクラブの取組みに関して：都内地域スポーツクラブ
に着目して

新多泰典
株式会社　スポーツビ
ジネス研究所

10:45 B4
100kmウォークにおける自己物語の変容―ナラティ
ヴ・アプローチによる経験価値の探索的研究―

武井陽太郎
一橋大学大学院経営
管理研究科

11:00 A5
スポーツによるSDGs活動の現状把握
－東京2020のステークホルダーによるSDGs取組み
の主要事例の研究－

芦塚倫史 11:00 B5
社会貢献活動におけるアスリートの資源活用 
：プロスポーツチームの活動報告を用いた検討

小木曽　湧
早稲田大学大学院ス
ポーツ科学研究科

11:15 A6
eスポーツのポジティブな効果の検証－課題遂行能力
と集中度の関連－

萩原　悟一 鹿屋体育大学 11:15 B6
アスリートが競技経験を通して身につけるスキルと引
退後のキャリア形成との関係

野田　光太郎 福山大学経済学部

11:30 A7
円陣行動が集団凝集性とチームパフォーマンスに与
える影響について

吉野智貴
東海大学大学院体育
学研究科3年

11:30 B7 間接スポーツ観戦率の年齢・時代・世代効果 山本　達三
びわこ成蹊スポーツ
大学

休憩 休憩

12:30 A8
SDGs視点からのマウンテンバイク普及のとりくみ～
フォレストバイク小田原の事例

江越昇也　

桐蔭横浜大学スポー
ツ健康政策学部ス
ポーツ健康政策学科4
年

12:30 B8
我が国のプロアイスホッケーチームにおける ブランド
エクィティ構築とその効果

南　慧
立命館大学大学院 
スポーツ健康科学研
究科

12:45 A9
近年のスポーツ用品市場の動向ならびにスポーツブ
ランドとSPAアパレルブランドの現状報告

齋藤れい
桐蔭横浜大学スポー
ツ健康政策学部

12:45 B9
経営者交代がクラブ躍進に及ぼした影響について―
V・ファーレン長崎に着目して―

佐々木達也 城西大学　経営学部

13:00 A10 スポーツガバナンスコードとSOX法 井上俊也
大妻女子大学キャリア
教育センター

13:00 B10 レノファ山口FCアウエイファンの研究 西尾建 山口大学　経済学部

13:15 A11
中国野球のプロ化に関する一考察
－中国におけるスポーツ発展の特殊性に着目して－

胡青
立命館大学大学院経
営学研究科博士後期
課程2年

13:15 B11
地方都市のスタジアムにおけるスポーツホスピタリ
ティの現状と課題

藤本倫史 福山大学　経済学部

13:30 A12
創立135年古豪Bury FCはなぜ倒産したのか？～英
国プロサッカーリーグのガバナンス～

西崎信男 九州産業大学 13:30 B12 プロスポーツチームの知覚価値に関する尺度開発 菅　文彦
大阪成蹊大学経営学
部

13:45 B13
スタジアム・アリーナの整備効果：実証研究のシステ
マティックレビュー

舟橋弘晃
早稲田大学スポーツ
科学学術院

澤井和彦 石黒えみ
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束原文郎 菅文彦

11：45-12：30 11：45-12：30


